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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データおよびシグナリングを逆方向リンクで送信するように構成可能な逆方向基本チャ
ンネルと、
　パケットデータを逆方向リンクで送信するように割当て可能であり、構成可能である逆
方向補助チャンネルと、
　シグナリングを逆方向リンクで送信するように構成可能な逆方向制御チャンネルと、
　逆方向リンクに対する第１および第２のパワー制御ストリームを特定の遠隔端末に送信
するように構成可能な順方向パワー制御チャンネルとを備えており、
　第１のパワー制御ストリームは、少なくとも１つの別の逆方向リンクチャンネルと組合
わされて逆方向補助チャンネルの送信パワーを制御するために使用され、
　第２のパワー制御ストリームは、逆方向補助チャンネルの送信特性を制御するために使
用される無線通信システム。
【請求項２】
　第２のパワー制御ストリームは、指定された逆方向リンクチャンネルの送信パワーに関
して逆方向補助チャンネルの送信パワーを制御するために使用される請求項１記載の無線
通信システム。
【請求項３】
　第２のパワー制御ストリームは、逆方向補助チャンネルのデータレートを制御するため
に使用される請求項１記載の無線通信システム。
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【請求項４】
　さらに、逆方向リンクでのパケットデータ送信の受信された状態を示すシグナリングを
順方向リンクで送信するように構成可能な順方向肯定応答チャンネルを有している請求項
１記載の無線通信システム。
【請求項５】
　順方向肯定応答チャンネルは、逆方向補助チャンネルで送信された各データフレームに
対する肯定応答または否定応答を送信するように構成可能である請求項４記載の無線通信
システム。
【請求項６】
　送信された各データフレームに対する肯定応答または否定応答は、順方向肯定応答チャ
ンネルで複数回送信される請求項５記載の無線通信システム。
【請求項７】
　逆方向制御チャンネルは、シグナリングを送信するように構成可能であり、逆方向補助
チャンネルの割当ておよび割当て解除を行うために使用さる請求項１記載の無線通信シス
テム。
【請求項８】
　さらに、逆方向リンクでのパケットデータ送信に関する逆方向リンク情報を送信するよ
うに構成可能な逆方向レートインジケータチャンネルを備えている請求項１記載の無線通
信システム。
【請求項９】
　データおよびシグナリングを逆方向リンクで送信するように構成可能な逆方向基本チャ
ンネルと、
　パケットデータを逆方向リンクで送信するように割当て可能であり、構成可能である逆
方向補助チャンネルと、
　シグナリングを逆方向リンクで送信するように構成可能な逆方向制御チャンネルと、
　逆方向リンクに対する第１および第２のパワー制御ストリームを特定の遠隔端末に送信
するように構成可能な順方向パワー制御チャンネルとを備えており、
　第１のパワー制御ストリームは、少なくとも１つの別の逆方向リンクチャンネルと組合
わされて逆方向補助チャンネルの送信パワーを制御するために使用され、
　第２のパワー制御ストリームは、遠隔端末のグループの送信特性を制御するように構成
されている無線通信システム。
【請求項１０】
　第２のパワー制御ストリームは、遠隔端末のグループの送信パワーまたはデータレート
を同様に制御するために使用される請求項９記載の無線通信システム。
【請求項１１】
　第２のパワー制御ストリームは、遠隔端末のグループに割当てられた逆方向補助チャン
ネルでの送信をイネーブルし、ディスイネーブルするために使用される請求項９記載の無
線通信システム。
【請求項１２】
　少なくとも１つの別の逆方向リンクチャンネルと組合せて補助チャンネルの送信パワー
を制御する第１のパワー制御ストリームを受信するステップと、
　補助チャンネルの送信特性と異なる送信特性を制御するために第２のパワー制御ストリ
ームを受信するステップと、
　補助チャンネルの送信パワーおよび特性を第１および第２のパワー制御ストリームに基
づいて調節するステップを含んでいる無線通信システムの逆方向リンクにおける補助チャ
ンネルの送信パワー制御方法。
【請求項１３】
　第２のパワー制御ストリームは指定された逆方向リンクチャンネルの送信パワーに関し
て補助チャンネルの送信パワーを制御する請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
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　第２のパワー制御ストリームは、補助チャンネルのデータレートを制御する請求項１２
記載の方法。
【請求項１５】
　第２のパワー制御ストリームは、補助チャンネルでの送信をイネーブルし、ディスイネ
ーブルする請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　補助チャンネルの送信パワーは、第１のパワー制御ストリームではなく第２のパワー制
御ストリームに応答して大きいステップにより調節される請求項１２記載の方法。
【請求項１７】
　第２のパワー制御ストリームは、複数の遠隔端末に割当てられる請求項１２記載の方法
。
【請求項１８】
　複数の遠隔端末に対する補助チャンネルは、第２のパワー制御ストリームにより類似し
た方法で制御される請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　逆方向基本チャンネルにおけるデータおよびシグナリングと、割当てられた逆方向補助
チャンネルにおけるデータパケットと、逆方向制御チャンネルにおけるシグナリングと、
逆方向インジケータチャンネルにおけるパケットデータ送信に関する情報とを処理して送
信するように構成可能な送信データプロセッサと、
　複数のパワー制御ストリームを順方向パワー制御チャンネルで受信するように構成可能
な受信データプロセッサと、
　送信および受信データプロセッサに結合されて動作し、複数のパワー制御ストリームに
基づいて逆方向補助チャンネルの１以上の送信特性を制御するように構成された制御装置
とを備え、該１以上の送信特性は送信パワーとは異なる送信特性を含んでいる無線通信シ
ステムの遠隔端末。
【請求項２０】
　受信データプロセッサはさらに、逆方向補助チャンネルにおけるパケットデータ送信の
受信された状態を示すシグナリングを順方向肯定応答チャンネルで受信するように構成可
能である請求項１９記載の遠隔端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般にデータ通信に関し、とくに、無線通信システムに対する新しい改善され
た逆方向リンクアーキテクチャに関する。
【背景の技術】
【０００２】
　無線通信システムは広範囲にわたって配置され、音声およびパケットサービスを含む種
々のタイプの通信を提供している。これらのシステムは、符号分割多元アクセス（ＣＤＭ
Ａ）、時分割多元アクセス（ＴＤＭＡ）、またはある別の変調技術に基づくことができる
。ＣＤＭＡシステムは、別のタイプのシステムより優れた、システム容量の増加を含むあ
る利点を提供することができる。
【０００３】
　無線通信システムにおいて、遠隔端末（たとえば、広帯域携帯電話）を有するユーザは
１以上の基地局を介した順方向および逆方向リンクでの送信によって別のユーザと通信す
る。順方向リンク（すなわち、ダウンリンク）は基地局からユーザ端末への伝送のことで
あり、逆方向リンク（すなわち、アップリンク）はユーザ端末から基地局への伝送のこと
である。順方向および逆方向リンクは典型的に異なった周波数を割当てられ、これは周波
数分割多重化（ＦＤＭ）と呼ばれる方法である。
【０００４】
　順方向および逆方向リンクでのパケットデータ伝送の特性は、典型的に非常に異なって
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いる。順方向リンクでは、基地局は通常、送信すべきデータがあるか否か、データ量、お
よび受信遠隔端末のアイデンティティを知っている。基地局はさらに、各受信遠隔端末に
よって達成された“効率”を提供され、この“効率”はビット当り必要とされる送信パワ
ー量として定量化されてもよい。既知の情報に基づいて、基地局は、所望の性能を達成す
るように選択された回数およびデータレートで遠隔端末へのデータ送信を効率的にスケジ
ュール化することが可能であってもよい。
【０００５】
　逆方向リンクでは、基地局は典型的に、どの遠隔端末が送信すべきパケットデータを有
しているか、あるいはどの程度のパケットデータ量を送信すべきかがアプリオリ的にわか
らない。基地局は典型的にそれぞれ受取られた遠隔端末の効率がわかり、この効率は、デ
ータ送信されたものを正しく受信するために基地局において必要とされるビット当りのエ
ネルギ対雑音と干渉の合計の比Ｅｃ／（Ｎｏ＋Ｉｏ）によって定量化されることができる
。それ故、基地局はリクエストされたときは常に、および利用可能なときに遠隔端末にリ
ソースを割当てることができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ユーザ要求の不確定性のために、逆方向リンク上の使用は大幅に変動する可能性がある
。多数の遠隔端末が同時に送信をした場合、基地局において高い干渉が発生される。ター
ゲットのＥｃ／（Ｎｏ＋Ｉｏ）を維持するために遠隔端末からの送信パワーは増加される
必要があり、これは、その後さらに高いレベルの干渉を生じることになる。このようにし
て送信パワーがさらに増加された場合、“ブラックアウト”が最終的に生じる可能性があ
り、遠隔端末の全てまたは大部分から送信された信号は適切に受信されない可能性がある
。これは、遠隔端末が基地局に対してリンクを閉じるのに十分なパワーで送信できないた
めである。
【０００７】
　ＣＤＭＡシステムにおいて、逆方向リンク上におけるチャンネルローディングはしばし
ば、“ライズ・オーバー・サーマル（ｒｉｓｅ－ｏｖｅｒ－ｔｈｅｒｍａｌ）”と呼ばれ
るものによって特徴付けられる。ライズ・オーバー・サーマルとは、熱雑音のパワーに対
する基地局受信機で受信された全パワーの比のことである。ＣＤＭＡ逆方向リンクに対す
る理論上の容量の計算に基づくと、理論上の曲線はローディングと共に増加するライズ・
オーバー・サーマルを示している。ライズ・オーバー・サーマルが無限であるローディン
グはしばしば“ポール”と呼ばれる。３ｄＢのライズ・オーバー・サーマルを有するロー
ディングは約５０％のローディング、すなわち、そのポールにあるときにサポートされる
ことのできるユーザの数の約半分のローディングに対応する。ユーザの数が増加し、ユー
ザのデータレートが増加するにしたがって、ローディングは増加し、遠隔端末が送信しな
ければならないパワーの量が増加する。ライズ・オーバー・サーマルおよびチャンネルロ
ーディングは、この明細書において参考文献とされている文献（A.J.Viterbi著“ CDMA :
 Principles of Spread Spectrum Communication,”Addison-Wesley Wireless Communica
tions Series,may,1995,ISBN : 0201633744）にさらに詳細に記載されている。
【０００８】
　Viterbi氏による参考文献には、ライズ・オーバー・サーマルとユーザ数とユーザのデ
ータレートとの間の関係を示す伝統的な式が記載されている。この式はまた、少数のユー
ザが高いレートで送信する場合のほうが、多くのユーザがもっと高いレートで送信する場
合よりも、容量（ビット／秒で）が大きくなることを示している。これは、送信している
ユーザ間の干渉のためである。
【０００９】
　典型的なＣＤＭＡシステムにおいて、多くのユーザのデータレートは絶えず変化してい
る。たとえば、ＩＳ－９５またはｃｄｍａ２０００システムにおいて、米国特許第 5,657
,420号明細書および第 5,778,338号明細書（両者のタイトルが“VARIABLE RATE VOCODER
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”である）、ならびに米国特許第 5,742,734号明細書（“ENCODING RATE SELECTION IN A
 VARIABLE RATE VOCODER”）に記載されているように、音声ユーザは典型的に遠隔端末に
おける音声アクティビティに対応した４つのレートの１つで送信する。同様に、多数のデ
ータユーザは彼らのデータレートを絶えず変化させている。これは全て、同時に送信され
ているデータ量、および、したがってライズ・オーバー・サーマルを著しく変化させる。
【００１０】
　上記から認められることができるように、パケットデータ送信に対して高い性能が達成
されることができると共に逆方向リンクのデータ伝送特性が考慮されている逆方向リンク
チャンネル構造が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の特徴は、逆方向リンクリソースの実効的で効率的な割当および使用をサポート
するメカニズムを提供する。１つの特徴において、必要とされたときにリソース（たとえ
ば、補助チャンネル）を迅速に割当て、必要とされないときにはリソースの割当てを迅速
に解除するか、あるいはシステム安定性を維持するメカニズムが提供される。逆方向リン
クリソースは、順方向および逆方向リンク上の制御チャンネルで交換されるショートメッ
セージによって迅速に割当てられ、あるいは割当て解除されることができる。別の特徴に
おいて、効率的で信頼性の高いデータ伝送を容易にするメカニズムが提供される。とくに
、信頼性の高い肯定／否定応答方式および効率的な再送信方式が提供される。さらに別の
特徴において、高い性能を達成すると共に不安定性を回避するために遠隔端末の送信パワ
ーおよび、またはデータレートを制御するメカニズムが提供される。本発明の別の特徴は
、上述された特徴を実施することのできるチャンネル構造を提供する。以下、これらおよ
びその他の特徴をさらに詳細に説明する。
【００１２】
　開示されている実施形態はさらに、以下に詳細に記載されているように種々の観点、実
施形態、および本発明の特徴を実施する方法、チャンネル構造、および装置を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下の詳細な説明および添付図面から、本発明の特徴、性質および利点がさらに明らか
になるであろう。なお、図面において同じ参照符号は一貫して同じ構成要素を示している
。　
　図１は、多数のユーザをサポートし、本発明の種々の特徴を実施することのできる無線
通信システム100の概略図である。このシステム100はいくつかのセルが通信できるように
し、各セルは対応した基地局104によってサービスされている。基地局は一般にベース・
トランシーバ・システム（ＢＴＳ）とも呼ばれている。種々の遠隔端末106はシステム内
にくまなく散らばっている。各遠隔端末106は、その遠隔端末がアクティブであるか否か
およびそれがソフトハンドオフ中であるか否かに応じて、１以上の基地局104と順方向お
よび逆方向リンクで任意の所定の瞬間に通信することができる。順方向リンクとは基地局
104から遠隔端末106への送信のことであり、逆方向リンクとは遠隔端末106から基地局104
への送信のことである。図１に示されているように、基地局104aは遠隔端末106a，106b，
106cおよび106dと通信しており、基地局104bは遠隔端末106d，106eおよび106ｆと通信し
ている。遠隔端末106dはソフトハンドオフ中であり、基地局104aおよび104bと同時に通信
している。
【００１４】
　システム100において、基地局制御装置（ＢＳＣ）102は基地局104に結合し、さらに公
衆交換電話網（ＰＳＴＮ）に結合することができる。ＰＳＴＮへの結合は典型的に、図１
には簡明化のために示されていない移動体交換局（ＭＳＣ）により行われる。ＢＳＣはま
たパケットネットワークに結合することができ、これは典型的にパケットデータ・サービ
ング・ノード（ＰＤＳＮ）によって行われ、このＰＤＳＮもまた図１に示されていない。
ＢＳＣ102は、それに結合されている基地局に対する調整および制御を行う。ＢＳＣ102は
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さらに、遠隔端末106内における電話呼の経路設定、ならびに基地局104による遠隔端末10
6とＰＳＴＮ（たとえば、一般的な電話）およびパケットネットワークに結合されたユー
ザとの間の電話呼の経路設定を制御する。
【００１５】
　システム100は、（１）“二重モード広帯域スペクトラム拡散セルラーシステムに対す
るＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－９５－Ｂ移動局―基地局適合規格”（ＩＳ－９５規格）、（２
）“二重モード広帯域スペクトラム拡散セルラー移動局に対するＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－
９８勧告最低限度規格”（ＩＳ－９８規格）、（３）“第３世代パートナーシッププロジ
ェクト”（３ＧＰＰ）と命名された共同企業体により提出され、文献番号 3G TS 25.211,
 3G TS 25.212, 3G TS 25.213 および 3G TS 25.214 を含む文献セット（Ｗ－ＣＤＭＡ規
格）に一体化された文献、（４）“第３世代パートナーシッププロジェクト２”（３ＧＰ
Ｐ２）と命名された共同企業体により提出され、文献番号 C.S0002-A, C.S0005-A, C.S00
10-A, C.S0011-A, C.S0024-A,および C.S0026-A を含む文献セット（ｃｄｍａ２０００規
格）に一体化された文献、ならびに（５）いくつかのその他の規格のような１以上のＣＤ
ＭＡ規格をサポートするように設計されることができる。３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２によ
る文献の場合、これらは世界中の規格団体（たとえば、ＴＩＡ，ＥＴＳＩ，ＡＲＩＢ，Ｔ
ＴＡ，およびＣＷＴＳ）によって地域的な規格に切替えられ、国際電気通信連合（ＩＴＵ
）によって国際的な規格に替えられている。これらの規格は、この明細書において参考文
献とされている。
【００１６】
　図２は、本発明の種々の特徴を実施することのできる基地局104および遠隔端末106の１
実施形態の簡単化されたブロック図である。特定の通信に対して、基地局104と遠隔端末1
06との間で音声データ、パケットデータ、および、またはメッセージが交換されることが
できる。基地局と遠隔端末との間の通信セッションを設定するために使用されるメッセー
ジ、およびデータ送信（たとえば、パワー制御、データレート情報、肯定応答等）を制御
するために使用されるメッセージのような種々のタイプのメッセージが送信されてもよい
。以下、これらのメッセージタイプのいくつかをさらに詳細に説明する。
【００１７】
　逆方向リンクでは、遠隔端末106において、音声および、またはパケットデータ（たと
えば、データソース210からの）およびメッセージ（たとえば、制御装置230からの）が送
信（ＴＸ）データプロセッサ212に供給され、この送信（ＴＸ）データプロセッサ212は、
コード化されたデータを発生するために１以上のコーディング方式によりデータおよびメ
ッセージをフォーマット化して符号化する。各コーディング方式は、循環冗長チェック（
ＣＲＣ）、コンボリューション、ターボ、ブロックおよびその他のコーディングのどのよ
うな組合せを含んでいてもよいし、あるいはコーディングを全く含まなくてもよい。典型
的に、音声データ、パケットデータおよびメッセージは異なった方式を使用してコード化
され、異なったタイプのメッセージもまた異なってコード化されることができる。
【００１８】
　その後、コード化されたデータは変調装置（ＭＯＤ）214に供給され、さらに処理され
る（たとえば、カバーされ、短いＰＮシーケンスで拡散され、ユーザ端末に割当てられた
長いＰＮシーケンスでスクランブルされる）。その後、変調されたデータは送信装置（Ｔ
ＭＴＲ）216に供給され、逆方向リンク信号を発生するように調整される（たとえば、１
以上のアナログ信号に変換され、増幅され、濾波され、直交変調される）。逆方向リンク
信号はデュプレクサ（Ｄ）218を経由してアンテナ220によって基地局104に送信される。
【００１９】
　基地局104において、逆方向リンク信号はアンテナ250によって受信され、デュプレクサ
252を経由して、受信装置（ＲＣＶＲ）254に供給される。受信装置254は受信された信号
を調整し（たとえば、濾波し、増幅し、下方変換してデジタル化し）、サンプルを提供す
る。復調装置（ＤＥＭＯ）256はサンプルを受取って処理し（たとえば、デスプレッドし
、デカバーし、パイロット復調し）、復元されたシンボルを提供する。復調装置256は、
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受信された信号の多数のインスタンスを処理して、結合されたシンボルを発生するレイク
受信機を構成してもよい。その後、受信（ＲＸ）データプロセッサ258はシンボルをデコ
ードして、逆方向リンクで送信されたデータおよびメッセージを復元する。復元された音
声／パケットデータはデータシンク260に供給され、復元されたメッセージは制御装置270
に供給されてもよい。復調装置256およびＲＸデータプロセッサ258による処理は、遠隔端
末106で行われたものと相補的である。復調装置256およびＲＸデータプロセッサ258はさ
らに、たとえば、逆方向基本チャンネル（Ｒ－ＦＣＨ）および逆方向補助チャンネル（Ｒ
－ＳＣＨ）等の多数のチャンネルによって受取られた多数の送信を処理するように動作さ
れてもよい。また、送信は、各遠隔端末が逆方向基本チャンネル、逆方向補助チャンネル
またはその両方で送信してもよい多数の遠隔端末から同時に受取られてもよい。
【００２０】
　順方向リンクでは、基地局104において、音声および、またはパケットデータ（たとえ
ば、データソース262からの）およびメッセージ（たとえば、制御装置270からの）が送信
（ＴＸ）データプロセッサ264により処理され（たとえば、フォーマット化されて、符号
化され）、変調装置（ＭＯＤ）266によりさらに処理され（たとえば、カバーされ、拡散
され）、送信装置（ＴＭＴＲ）268によって調整されて（たとえば、アナログ信号に変換
され、増幅され、濾波され、直交変調されて）、順方向リンク信号を発生する。この順方
向リンク信号はデュプレクサ252を経由してアンテナ250によって遠隔端末106に送信され
る。
【００２１】
　遠隔端末106において、順方向リンク信号はアンテナ220によって受信され、デュプレク
サ218を経由して、受信装置222に供給される。受信装置222は受信された信号を調整し（
たとえば、下方変換し、濾波し、増幅し、直交復調してデジタル化し）、サンプルを提供
する。サンプルは復調装置224によって処理されて（たとえば、デスプレッドされ、デカ
バーされ、パイロット復調されて）、シンボルを提供し、これらシンボルは、順方向リン
クで送信されたデータおよびメッセージを復元するために受信データプロセッサ226によ
ってさらに処理される（たとえば、デコードされ、チェックされる）。復元されたデータ
はデータシンク228に供給され、復元されたメッセージは制御装置230に供給されてもよい
。
【００２２】
　逆方向リンクは、順方向リンクの特性とは非常に異なったいくつかの特性を有している
。とくに、データ伝送特性、ソフトハンドオフ行動、およびフェーディング現象が典型的
に順方向および逆方向リンク間で非常に異なっている。
【００２３】
　上述したように、逆方向リンでは、基地局は典型的に、どの遠隔端末が送信すべきパケ
ットデータを有しているか、あるいはどの程度のパケットデータ量を送信すべきかがアプ
リオリ的にわからない。したがって、基地局はリクエストされたときは常に、および利用
可能なときにリソースを遠隔端末に割当てることができる。ユーザ要求の不確定性のため
に、逆方向リンク上の使用は大幅に変動する可能性がある。
【００２４】
　本発明の特徴によると、逆方向リンクリソースを実効的に効率的に割当てて使用するメ
カニズムが提供される。１つの特徴において、必要とされたときにリソースを迅速に割当
て、必要とされないときにはリソースの割当てを迅速に解除するか、あるいはシステム安
定性を維持するメカニズムが提供される。逆方向リンクリソースは、パケットデータ送信
のために使用される補助チャンネルを介して割当てられることができる。別の特徴におい
て、効率的で信頼性の高いデータ伝送を容易にするメカニズムが提供される。とくに、信
頼性の高い肯定応答方式および効率的な再送信方式が提供される。さらに別の特徴におい
て、高い性能を達成すると共に不安定性を回避するために遠隔端末の送信パワーを制御す
るメカニズムが提供される。以下、これらおよびその他の特徴をさらに詳細に説明する。
【００２５】
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　図３Ａは、本発明の種々の特徴を実施することのできる逆方向チャンネル構造の１実施
形態の概略図である。この実施形態において、逆方向チャンネル構造はアクセスチャンネ
ル、強化されたアクセスチャンネル、パイロットチャンネル（Ｒ－ＰＩＣＨ）、共通制御
チャンネル（Ｒ－ＣＣＣＨ）、専用制御チャンネル（Ｒ－ＤＣＣＨ）、基本チャンネル（
Ｒ－ＦＣＨ）、補助チャンネル（Ｒ－ＳＣＨ）および逆方向レートインジケータチャンネ
ル（Ｒ－ＲＩＣＨ）を含んでいる。異なったもっと少数の、および、または追加のチャン
ネルもまたサポートされてもよく、これは本発明の技術的範囲内である。これらのチャン
ネルは、ｃｄｍａ２０００規格によって規定されたものと同様に実施されることができる
。以下、これらのチャンネルのいくつかの特徴を説明する。
【００２６】
　各通信（すなわち、各呼）に対して、その通信に対して使用されることのできる特定の
チャンネルのセットおよびそれらの構造は、多数の無線形態（ＲＣ）の１つによって規定
される。各ＲＣは、たとえば、送信レート、変調特性、拡散レート等のような種々の物理
層パラメータによって特徴付けられる特定の送信フォーマットを規定する。無線形態は、
ｃｄｍａ２０００規格に対して規定されたものに類似していてもよい。
【００２７】
　逆方向専用制御チャンネル（Ｒ－ＤＣＣＨ）は、通信中にユーザおよびシグナリング情
報（たとえば、制御情報）を基地局に送信するために使用される。このＲ－ＤＣＣＨは、
ｃｄｍａ２０００規格に規定されているＲ－ＤＣＣＨに類似して構成されてもよい。
【００２８】
　逆方向基本チャンネル（Ｒ－ＦＣＨ）は、通信中にユーザおよびシグナリング情報（た
とえば、音声データ）を基地局に送信するために使用される。このＲ－ＦＣＨは、ｃｄｍ
ａ２０００規格に規定されているＲ－ＦＣＨに類似して構成されてもよい。
【００２９】
　逆方向補助チャンネル（Ｒ－ＳＣＨ）は、通信中にユーザ情報（たとえば、パケットデ
ータ）を基地局に送信するために使用される。Ｒ－ＳＣＨはいくつかの無線形態（たとえ
ば、ＲＣ３乃至ＲＣ１１）によってサポートされており、必要とされるときに利用可能な
らば、遠隔端末に割当てられる。１実施形態において、ゼロ、１または２つの補助チャン
ネル（すなわち、Ｒ－ＳＣＨ１およびＲ－ＳＣＨ２）が任意の所定の瞬間に遠隔端末に割
当てられることができる。ある実施形態では、Ｒ－ＳＣＨは物理層での再送信をサポート
し、また、それはその再送信に対して異なったコーディング方式を使用してもよい。たと
えば、ある再送信は元の送信に対するコードレートの１／２を使用することができる。そ
の同じレート１／２コードのシンボルがその再送信に対して繰返されてもよい。別の実施
形態においては、基礎をなすコードはレート１／４コードであることができる。元の送信
は１／２のシンボルを使用し、再送信がその残り半分のシンボルを使用してもよい。３度
目の再送信が行われた場合、それはそのシンボルグループ、各グループの一部、いずれか
のグループのサブセット、およびその他の可能なシンボル組合せの１つを繰返すことがで
きる。
【００３０】
　Ｒ－ＳＣＨ２は、Ｒ－ＳＣＨ１と共に使用されてもよい（たとえば、ＲＣ１１に対して
）。とくに、Ｒ－ＳＣＨ２は、異なった品質のサービス（ＱｏＳ）を提供するために使用
されてもよい。また、タイプＩＩおよびＩＩＩハイブリッドＡＲＱ方式がＲ－ＳＣＨと共
に使用されてもよい。ハイブリッドＡＲＱ方式は、この明細書において参考文献とされて
いるＳ．Ｂ．Ｗｉｃｋｅｒ氏による文献（“Error Control System for Digital Communi
cation and Storage,”Prentice-Hall,1995,Chapter 15）に全体的に記載されている。ハ
イブリッドＡＲＱ方式はまた、ｃｄｍａ２０００規格に記載されている。
【００３１】
　逆方向レートインジケータチャンネル（Ｒ－ＲＩＣＨ）は、１以上の逆方向補助チャン
ネルでの（パケット）送信レートに関する情報を提供するために遠隔端末によって使用さ
れる。表１には、Ｒ－ＲＩＣＨの特定のフォーマットに対するフィールドがリストにされ
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ている。１実施形態において、Ｒ－ＲＩＣＨでの各データフレーム送信に対して、遠隔端
末は、データフレームに対するデータレートを示す逆方向レートインジケータ（ＲＲＩ）
シンボルを送信する。遠隔端末はまた、送信されているデータフレームのシーケンス番号
と、データフレームが最初の送信であるか、あるいは再送信であるかを送信する。異なっ
たもっと少数の、および、または追加のフィールドはまた、Ｒ－ＲＩＣＨに対して使用さ
れてもよく、これは本発明の技術的範囲内である。表１中の情報は、補助チャンネルで送
信された各データフレームに対して遠隔端末により送られる（たとえば、２０ｍ秒ごとに
）。　
　　　　　　　　　　　　　　　　［　表　１　］
　　　　　　　　フィールド　　　　　　　　　　長さ（ビット）
　　　　　　　　　ＲＲＩ　　　　　　　　　　　　　　　３　　　
　　　　ＳＥＱＵＥＮＣＥ　ＮＵＭ　　 　　　　　　　２
　　　　　　ＲＥＴＲＡＮ　ＮＵＭ　　　　　　　　　　　２
【００３２】
　多数の逆方向補助チャンネル（たとえば、Ｒ－ＳＣＨ１およびＲ－ＳＣＨ２）が存在し
ている場合、
それぞれがＲＲＩ、ＳＥＱＵＥＮＣＥ　ＮＵＭおよびＲＥＴＲＡＮ　ＮＵＭフィールドを
備えている多数のＲ－ＲＩＣＨチャンネル（たとえば、Ｒ－ＲＩＣＨ１およびＲ－ＲＩＣ
Ｈ２）が存在することができる。その代りに、多数の逆方向補助チャンネルに対するフィ
ールドは組合せられて、単一のＲ－ＲＩＣＨチャンネルにされてもよい。特定の実施形態
において、ＲＲＩフィールドは使用されず、固定した送信レートが使用されるか、あるい
は基地局は、基地局がデータから送信レートを決定するブラインドレート決定を行う。ブ
ラインドレート決定は、米国特許第 6,175,590号明細書（“METHOD AND APPARATUS FOR D
ETERMINING THE RATE OF RECEIVED DATA IN A VARIABLE RATE COMMUNICATION SYSTEM,”i
ssued January 16, 2001）および米国特許第 5,751,725号明細書（“METHOD AND APPARAT
US FOR DETERMINING THE RATE OF RECEIVED DATA IN A VARIABLE RATE COMMUNICATION SY
STEM,”issued May 12, 1998）に記載されているようにして行われてもよく、これら両米
国特許はその権利が本出願人に譲渡され、この明細書において共に参考文献とされている
。
【００３３】
　図３Ｂは、本発明の種々の特徴をサポートすることのできる順方向チャンネル構造の１
実施形態の概略図である。この実施形態おいて、順方向チャンネル構造は共通チャンネル
、パイロットチャンネル、および専用チャンネルを含んでいる。共通チャンネルは放送チ
ャンネル（Ｆ－ＢＣＣＨ）、クイックページングチャンネル（Ｆ－ＱＰＣＨ）、共通制御
チャンネル（Ｆ－ＣＣＣＨ）、および共通パワー制御チャンネル（Ｆ－ＣＰＣＣＨ）を含
んでいる。パイロットチャンネルは、基本的なパイロットチャンネルと補助的なパイロッ
トチャンネルとを含んでいる。また、専用チャンネルは、基本チャンネル（Ｆ－ＦＣＨ）
、補助チャンネル（Ｆ－ＦＳＣＨ）、専用補助チャンネル（Ｆ－ＡＰＩＣＨ）、専用制御
チャンネル（Ｆ－ＤＣＣＨ）および専用パケット制御チャンネル（Ｆ－ＣＰＤＣＣＨ）を
含んでいる。再び、異なったもっと少数の、および、または追加のチャンネルがサポート
されてもよく、これは本発明の技術的範囲内である。これらのチャンネルは、ｃｄｍａ２
０００規格により規定されたものと同様に構成されてもよい。以下、これらのチャンネル
のいくつかの特徴を説明する。
【００３４】
　順方向共通パワー制御チャンネル（Ｆ－ＣＰＣＣＨ）は、Ｒ－ＲＩＣＨ、Ｒ－ＦＣＨ、
Ｒ－ＤＣＣＨおよびＲ－ＳＣＨのパワー制御のためにパワー制御サブチャンネル（たとえ
ば、サブチャンネル当り１ビット）を送信するために基地局によって使用される。１実施
形態において、チャンネル割当のときに、遠隔端末は、３つのリソースであるＦ－ＤＣＣ
Ｈ、Ｆ－ＳＣＨおよびＦ－ＣＰＣＣＨの１つから逆方向リンクパワー制御サブチャンネル
を割当てられる。Ｆ－ＣＰＣＣＨは、Ｆ－ＤＣＣＨおよびＦ－ＳＣＨのいずれからも逆方
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向リンクパワー制御サブチャンネルが提供されない場合に割当てられてもよい。
【００３５】
　１実施形態において、Ｆ－ＣＰＣＣＨの中の利用可能なビットは、後に異なったユーザ
に割当てられてもよい１以上のパワー制御サブチャンネルを形成するために使用されても
よい。たとえば、多数のパワー制御サブチャンネルが規定され、多数の逆方向リンクチャ
ンネルのパワー制御のために使用されてもよい。多数のパワー制御サブチャンネルに基づ
く多数のチャンネルに対するパワー制御は、その権利が本出願人に譲渡され、この明細書
において参考文献とされている米国特許第 5,991,284号明細書（“SUBCHANNEL POWER CON
TROL,”issued November 23, 1999）に記載されているように実施されてもよい。
【００３６】
　１つの特定の実施形態において、８００ｂｐｓのパワー制御サブチャンネルは、逆方向
パイロットチャンネル（Ｒ－ＰＩＣＨ）のパワーを制御する。全ての逆方向トラフィック
チャンネル（たとえば、Ｒ－ＦＣＨ、Ｒ－ＤＣＣＨおよびＲ－ＳＣＨ）は、それらのパワ
ーレベルが、たとえば、Ｃ．Ｓ０００２に記載されているように既知の関係によりＲ－Ｒ
ＩＣＨに関連付けられている。２つのチャンネル間の比は、しばしばトラフィック対パイ
ロット比と呼ばれる。トラフィック対パイロット比（すなわち、Ｒ－ＰＩＣＨに関する逆
方向トラフィックチャンネルのパワーレベル）は、基地局からメッセージを送ることによ
って調節されることができる。しかしながら、このメッセージ送信は遅いため、１００ビ
ット／秒（ｂｐｓ）のパワー制御サブチャンネルが規定され、Ｒ－ＳＣＨのパワー制御の
ために使用される可能性がある。１実施形態において、このＲ－ＳＣＨパワー制御サブチ
ャンネルは、Ｒ－ＰＩＣＨに関してＲ－ＳＣＨを制御する。別の実施形態では、Ｒ－ＳＣ
Ｈパワー制御サブチャンネルは、Ｒ－ＳＣＨの絶対送信パワーを制御する。
【００３７】
　本発明のある特徴において、“渋滞”制御サブチャンネルもまたＲ－ＳＣＨの制御のた
めに規定されてもよく、この渋滞制御サブチャンネルは、Ｒ－ＳＣＨパワー制御サブチャ
ンネルまたは別のサブチャンネルに基づいて構成されてもよい。
【００３８】
　以下、逆方向リンクに対するパワー制御をさらに詳細に説明する。
【００３９】
　順方向専用パケット制御チャンネル（Ｆ－ＤＰＣＣＨ）は、通信中にユーザおよびシグ
ナリング情報を特定の遠隔端末に送信するために使用される。このＦ－ＤＰＣＣＨは、逆
方向リンクパケットデータ送信を制御するために使用されることができる。１実施形態に
おいて、Ｆ－ＤＰＣＣＨは、信頼性を高めるために符号化されてインターリーブされ、そ
れはまたｃｄｍａ２０００規格によって規定されたＦ－ＤＣＣＨに類似して構成されても
よい。
【００４０】
　表２には、Ｆ－ＤＰＣＣＨの特定のフォーマットに対するフィールドがリストにされて
いる。１実施形態において、Ｆ－ＤＰＣＣＨは４８ビットのフレームサイズを有しており
、それの１６ビットはＣＲＣに対して使用され、８ビットはエンコーダテールとして使用
され、２４ビットはデータおよびメッセージ送信のために利用可能である。実施形態にお
いて、Ｆ－ＤＰＣＣＨに対するデフォルト送信レートは９６００ｂｐｓであり、この場合
、４８ビットフレームが５ｍ秒の時間インターバルで送信されることができる。１実施形
態において、各送信（すなわち、各Ｆ－ＤＰＣＣＨフレーム）は、そのフレームをターゲ
ットにした受信者の遠隔端末のパブリックロング（public long）コードによりカバーさ
れる。これによって、明示的なアドレスを使用する必要がなくなる（したがって、チャン
ネルは“専用”チャンネルと呼ばれる）。しかしながら、Ｆ－ＤＰＣＣＨはまた“共通”
である。それは、専用チャンネルモード中の非常に多くの遠隔端末がそのチャンネルを監
視し続けることができるためである。メッセージが特定の遠隔端末に導かれ、正しく受取
られた場合、ＣＲＣがチェックを行う。　
　　　　　　　　　　　　　　　　［　表　２　］
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　　　　　　　　フィールド　　　　　　　　　　ビットの数／フレーム
　　　　　　　　　情報　　　　　　　　　　　　　　　　　２４
　　　　フレーム品質インジケータ　　　　　　　　　１６
　　　　　　エンコーダテール　　　　　　　　　　　　　８
【００４１】
　Ｆ－ＤＰＣＣＨは、ｃｄｍａ２０００規格によって規定されているもののようなミニメ
ッセージを送信するために使用されてもよい。たとえば、Ｆ－ＤＰＣＣＨは、Ｆ－ＳＣＨ
を遠隔端末に授与するために使用された逆方向補助チャンネル割当ミニメッセージ（ＲＳ
ＣＡＭＭ）を送信するために使用されてもよい。
【００４２】
　順方向共通パケットＡｃｋ／Ｎａｋチャンネル（Ｆ－ＣＰＡＮＣＨ）は、（１）逆方向
リンクパケットデータ送信に対する肯定応答（Ａｃｋ）および否定応答（Ｎａｋ）と、お
よび（２）別の制御情報とを送信するために基地局によって使用される。１実施形態にお
いて、肯定応答および否定応答は、ｎビットＡｃｋ／Ｎａｋメッセージとして送信され、
各メッセージは、逆方向リンクで送信された対応したデータフレームと関連付けられてい
る。１実施形態において、各Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージは１、２、３または４ビット（あ
るいは可能なもっと大きいビット）を含んでいてもよく、メッセージ中のそのビットの数
はサービス構造内の逆方向リンクチャンネルの数に依存する。ｎビットＡｃｋ／Ｎａｋメ
ッセージは、信頼性を高めるためにブロックコード化されてもよいし、あるいは（暗号を
用いずに)平文で送信されてもよい。
【００４３】
　ある特徴において、信頼性を高めるために、特定のデータフレームに対するＡｃｋ／Ｎ
ａｋメッセージは、時間ダイバーシティをそのメッセージに与えるように後続のフレーム
（たとえば、２０ｍ秒後）で再送信される。時間ダイバーシティにより、信頼性が増加し
、あるいは同じ信頼性を維持しながら、Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージを送信するために使用
されるパワーを減少させることが可能となる。Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージは、技術的によ
く知られているように、エラー補正コーディングを使用してもよい。再送信のために、Ａ
ｃｋ／Ｎａｋメッセージは全く同じコードワードを繰返してもよいし、あるいはインクリ
メンタル冗長を使用してもよい。以下、Ａｃｋ／Ｎａｋの送信および再送信をさらに詳細
に説明する。
【００４４】
　逆方向リンクを制御するために、いくつかのタイプの制御が順方向リンクで使用される
。これらには補助チャンネルリクエストおよび許可に対する制御、逆方向リンクデータ送
信に対するＡｃｋ／Ｎａｋ、データ送信のパワー制御、および、おそらくその他のものが
含まれる。
【００４５】
　逆方向リンクは、送信されるべき逆方向リンクデータが存在する限り、基地局における
ライズ・オーバー・サーマルを比較的一定に維持するように動作されてもよい。Ｒ－ＳＣ
Ｈでの送信は種々の方法で割当てられることができ、以下に、それら方法のうちの２つを
説明する：
　・無限割当による方法。この方法は、多量の遅延にあまり耐えることのできない実時間
トラフィックに対して使用される。遠隔端末は、割当てられたあるデータレートまで直に
レートで送信することを許されている。　
　・スケジュール化することによる方法。遠隔端末はそれのバッファサイズの推定値を送
信する。基地局は、いつ遠隔端末が送信を許可されたかを決定する。この方法は、利用可
能なビットレートのトラフィックに対して使用される。スケジューラの目的は、同時に送
信する遠隔端末の数が制限され、それによって遠隔端末間の干渉が減少するように、同時
送信の数を制限することである。
【００４６】
　チャンネルローディングは、比較的劇的に変化する可能性が高いので、以下に説明する
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ように、Ｒ－ＳＣＨの（たとえば、逆方向パイロットチャンネルに対する）送信パワーを
制御するために高速制御メカニズムが使用されてもよい。
【００４７】
　接続を確立するための遠隔端末と基地局との間の通信は、以下のようにして行われても
よい。最初に、遠隔端末は休止（ｄｏｒｍａｎｔ）モードであるか、あるいはスロットを
付けられたアクティブなタイマーで共通チャンネルを監視している（すなわち、遠隔端末
は各スロットを監視している）。特定の時間に遠隔端末はデータ送信を所望し、短いメッ
セージを基地局に送信してリンクの再接続をリクエストする。それに応答して、基地局は
種々のチャンネルの通信および構成のために使用されるべきパラメータを指定するメッセ
ージを送信してもよい。この情報は、拡張チャンネル割当メッセージ（ＥＣＡＭ）、特別
に定義されたメッセージ、またはいくつかの別のメッセージによって送信されてもよい。
このメッセージは以下を指定することができる：
　・遠隔端末のアクティブセットまたはそのアクティブセットのサブセットの各メンバー
に対するＭＡＣ　ＩＤ。このＭＡＣ　ＩＤは後に順方向リンクでアドレスするために使用
される。　
　・逆方向リンクで使用されるのはＲ－ＤＣＣＨであるか、あるいはＲ－ＦＣＨであるか
。　
　・Ｆ－ＣＰＡＮＣＨに対して、使用されるべき拡散（たとえば、ウォルシュ）コードお
よびアクティブセット。これは（１）ＥＣＡＭで拡散コードを送ることによって、あるい
は（２）遠隔端末により受信される放送メッセージで拡散コードを送信することにより行
われてもよい。近隣のセルの拡散コードが含まれる必要があるかもしれない。近隣のセル
中において同じ拡散コードが使用されることができる場合、単一の拡散コードが送られる
だけでよい。　
　・Ｆ－ＣＰＣＣＨに対する、アクティブセット、チャンネルアイデンティティおよびビ
ット位置。１実施形態において、ＭＡＣ　ＩＤは、実際のビット位置またはサブチャンネ
ルＩＤを遠隔端末に送信する必要性をなくすためにＦ－ＣＰＣＣＨビット位置にハッシュ
されてもよい。このハッシングは、ＭＡＣ　ＩＤをＦ－ＣＰＣＣＨ上のサブチャンネルに
マップする擬似ランダム方法である。異なった同時的な遠隔端末は異なったＭＡＣ　ＩＤ
を割当てられるため、ハッシングは、これらのＭＡＣ　ＩＤもまた異なったＦ－ＣＰＣＣ
Ｈサブチャンネルにマップするようなものであることができる。たとえば、Ｋ個の可能な
ビット位置およびＮ個の可能なＭＡＣ　ＩＤが存在している場合、
【数１】

【００４８】
ここで、ＫＥＹは、この例において固定されている数である。使用されることのできる別
の多くのハッシュ関数が存在しており、これらの説明はコンピュータアルゴリズムを扱う
多くのテキストブックに認められることができる。
【００４９】
　１実施形態において、基地局からのメッセージ（たとえば、ＥＣＡＭ）は、最後の接続
で設定されたパラメータが再接続に使用されるか否かを示すために使用される特定のフィ
ールドＵＳＥ　ＯＬＤ　ＳＥＲＶ　ＣＯＮＦＩＧを備えている。このフィールドは、再接
続時にサービス接続メッセージを送信する必要性を除去するために使用されることができ
、それによって接続を再度確立するときの遅延を減少させてもよい。
【００５０】
　各遠隔端末が専用チャンネルを初期化してしまうと、それは、たとえばｃｄｍａ２００
０規格に記載されているように続行する。
【００５１】
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　上述されているように、逆方向リンクリソースは、必要とされたときおよび利用可能な
場合にそのリソースが迅速に割当てられることができる場合に、さらに良好に使用される
ことができる。無線（およびとくに移動）環境において、リンク条件は絶えず変動し、リ
ソースを割当てるときの長い遅延の結果、割当および、または使用が不正確なものとなる
可能性がある。それ故、本発明の特徴にしたがって、補助チャンネルの迅速な割当ておよ
び割当て解除を行うメカニズムが提供される。
【００５２】
　図４は、本発明の１実施形態による、逆方向リンク補助チャンネル（Ｒ－ＳＣＨ）の割
当ておよび割当て解除を行うための遠隔端末と基地局との間の通信を示す概略図である。
Ｒ－ＳＣＨは、必要とされたときに迅速に割当てられ、割当て解除されることができる。
遠隔端末が送信すべきパケットデータを有し、それがＲ-ＳＣＨの使用を必要としている
場合、それは、補助チャンネルリクエストミニメッセージ（ＳＣＲＭＭ）を基地局に送る
ことによってＲ－ＳＣＨにリクエストする（ステップ412）。ＳＣＲＭＭは、Ｒ－ＤＣＣ
ＨまたはＲ－ＦＣＨで送信されることのできる５ｍ秒のメッセージである。基地局はメッ
セージを受取って、それをＢＳＣに転送する（ステップ414）。リクエストは許可される
かもしれないし、あるいは許可されないかもしれない。リクエストが許可された場合、基
地局はその許可を受取って（ステップ416）、逆方向補助チャンネル割当ミニメッセージ
（ＲＳＣＡＭＭ）を使用してＲ－ＳＣＨに許可を送信する（ステップ418）。このＲＳＣ
ＡＭＭはまた、Ｆ－ＦＣＨまたはＦ－ＤＣＣＨで（遠隔端末に割当てられた場合）、ある
いはＦ－ＤＰＣＣＨで（その他の場合）送られることのできる５ｍ秒メッセージである。
ひとたび割当てられると、遠隔端末はそれ以降Ｒ－ＳＣＨで送信することができる（ステ
ップ420）。
【００５３】
　表３において、ＲＳＣＡＭＭの特定のフォーマットに対するフィールドがリストにされ
ている。この実施形態では、ＲＳＣＡＭＭは層２フィールド（すなわち、ＭＳＧ　ＴＹＰ
Ｅ、ＡＣＫ　ＳＥＱ、ＭＳＧ　ＳＥＱ、およびＡＣＫ　ＲＥＱＵＩＲＥＭＥＮＴフィール
ド）の８ビットと、層３フィールドの１４ビットと、ならびにＣ．Ｓ０００４およびＣ．
Ｓ０００５に記載されているようにパディングのために使用されるリザーブされた２ビッ
トとを含んでいる。層３（すなわち、シグナリング層）は、ｃｄｍａ２０００規格に規定
されているものであってもよい。　
　　　　　　　　　　　　　　　　［　表　３　］
　　　　　　　　フィールド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長さ（ビット）
　　　　　　ＭＳＧ　ＴＹＰＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
　　　　　ＡＣＫ　ＳＥＱＵＥＮＣＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　　　　　ＭＳＧ　ＳＥＱＵＥＮＣＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　　　　ＡＣＫ　ＲＥＱＵＩＲＥＭＥＮＴ　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　　　ＲＥＶ　ＳＣＨ　ＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　ＲＥＶ　ＳＣＨ　ＤＵＲＡＴＩＯＮ　　　　　　　　　　　　　　　　　４
　　ＲＥＶ　ＳＣＨ　ＳＴＡＲＴ　ＴＩＭＥ　　　　　　　　　　　　　　　５
　ＲＥＶ　ＳＣＨ　ＮＵＭ　ＢＩＴＳ　ＩＤＸ　　　　　　　　　　　　　　 ４
　　　　　　　ＲＥＳＥＲＶＥＤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２
【００５４】
　遠隔端末がＲ－ＳＣＨで送信すべきデータをもはや有していないとき、それはリソース
解放リクエストミニメッセージ（ＲＲＲＭＭ）を基地局に送る。遠隔端末と基地局との間
において必要とされる追加のシグナリングがない場合、基地局は拡張解放ミニメッセージ
（ＥＲＭＭ）で応答する。ＲＲＲＭＭおよびＥＲＭＭはまた、リクエストおよび許可を送
信するためにそれぞれ使用される同じチャンネルで送られることのできる５ｍ秒メッセー
ジである。
【００５５】
　遠隔端末の逆方向リンク送信をスケジュール化するために使用されることのできる多数
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延、エラーレートおよび公平さ（ｆａｉｒｎｅｓｓ）の間のトレードオフ（全てのユーザ
にある最低限のレベルのサービスを提供する）を行って主要な基準の一部を示すことがで
きる。さらに、逆方向リンクは遠隔端末のパワー制限を受ける。単一セル環境では、最少
数の遠隔端末が、十分なパワーを供給する能力および機能の両方に関してその遠隔端末が
サポートすることのできる最高のレートで送信することを許されたときに、容量が最大に
なる。しかしながら、多数セル環境においては、別のセルとの境界付近の遠隔端末は、低
いレートで送信することが好ましいことがある。これは、それらの送信が単一のセルだけ
ではなく、多数のセルへの干渉を発生させるためである。逆方向リンク容量を最大化する
傾向のある別の特徴は、逆方向リンク上の高いローディングを示す基地局における高いラ
イズ・オーバー・サーマルを動作させることである。本発明の特徴がスケジュール化を使
用するのは、この理由による。スケジュール化は、少数の遠隔端末に同時に送信させよう
と試み、送信するものは、それらがサポートすることのできる最高レートで送信すること
を許されている。
【００５６】
　しかしながら、高いライズ・オーバー・サーマルは、システムがローディングのわずか
な変化に敏感になると、結果的に安定性を低下させる傾向がある。このために、迅速な高
速スケジュール化および制御が重要である。迅速なスケジュール化は、チャンネル条件が
急速に変化するために重要である。たとえば、フェーディングおよびシャドーイングプロ
セスの結果、ある基地局において弱く受信された信号がその基地局で突然強くなる可能性
がある。音声またはあるデータアクティビティに対して、遠隔端末は送信レートを自律的
に変化させる。スケジュール化はこの一部を考慮に入れることができる可能性はあるが、
十分迅速に反応することができないかもしれない。この理由のために、本発明の特徴は、
以下に説明する迅速なパワー制御技術を提供する。
【００５７】
　本発明の特徴は、効率的で信頼性の高いデータ送信を容易にする信頼性の高い肯定応答
／否定応答方式を提供する。上述したように、肯定応答（Ａｃｋ）および否定応答（Ｎａ
ｋ）は、Ｒ－ＳＣＨでのデータ送信のために基地局により送られる。Ａｃｋ／Ｎａｋは、
Ｆ－ＣＰＡＮＣＨを使用して送られることができる。
【００５８】
　表４には、Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージに対する特定のフォーマットが示されている。こ
の特定の実施形態において、Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージは、４つの逆方向リンクチャンネ
ルＲ－ＦＣＨ、Ｒ－ＤＣＣＨ、Ｒ－ＳＣＨ１およびＲ－ＳＣＨ２に割当てられる４ビット
を含んでいる。１実施形態において、肯定応答は“０”のビット値によって表され、否定
応答は“１”のビット値によって表される。別のＡｃｋ／Ｎａｋメッセージフォーマット
もまた使用されることができ、これは本発明の技術的範囲内である。　
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【表１】

【００５９】
【００６０】
　１実施形態において、Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージはブロックコード化されて送信される
が、エラーをチェックするためにＣＲＣは使用されない。これは、Ａｃｋ／Ｎａｋメッセ
ージを短く保ち、さらにそのメッセージが少量のエネルギで送信されることを可能にする
。しかしながら、コーディングもまたＡｃｋ／Ｎａｋメッセージに対して使用されないか
もしれないし、あるいはＣＲＣがそのメッセージに付加されるかもしれず、これらのバリ
エーションは本発明の技術的範囲内である。１実施形態において、基地局は、遠隔端末が
Ｒ－ＳＣＨで送信する許可を与えられた各フレームに対応したＡｃｋ／Ｎａｋメッセージ
を送信し、遠隔端末が送信する許可を与えられないフレーム期間中はＡｃｋ／Ｎａｋメッ
セージを送信しない。
【００６１】
　パケットデータ送信中、遠隔端末は、送信の結果を示したＡｃｋ／Ｎａｋメッセージに
関してＦ－ＣＰＡＮＣＨを監視する。Ａｃｋ／Ｎａｋメッセージは遠隔端末のアクティブ
セット内の任意の数の基地局（たとえば、アクティブセット内の１つまたは全ての基地局
）から送信されてもよい。遠隔端末は、受信されたＡｃｋ／Ｎａｋメッセージに応じて異
なったアクションを行うことができる。以下、これらのアクションのいくつかを説明する
。
【００６２】
　Ａｃｋが遠隔端末により受信された場合、このＡｃｋに対応したデータフレームは遠隔
端末の物理層の送信バッファ（たとえば、図２のデータソース210）から除去されること
ができる。これは、データフレームが基地局により正しく受信されたからである。
【００６３】
　Ｎａｋが遠隔端末によって受信された場合、Ｎａｋに対応したデータフレームは、それ
が依然として物理層の送信バッファ中にあるならば、遠隔端末によって再送信されてもよ
い。１実施形態において、順方向リンクのＡｃｋ／Ｎａｋメッセージと送信される逆方向
リンクのデータフレームとの間には１対１対応が存在する。したがって、遠隔端末は、基
地局により正しく受信されなかったデータフレーム（すなわち、消去されたフレーム）の
シーケンス番号を、Ｎａｋが受信されたフレームに基づいて識別することができる。この
データフレームは、それが遠隔端末により廃棄されていない場合には、典型的には次のフ
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レームである次の利用可能な時間インターバルで再送信される。
【００６４】
　ＡｃｋおよびＮａｋのいずれもが受信されなかった場合、遠隔端末に対して可能ないく
つかの次のアクションが存在する。１つの可能なアクションにおいて、データフレームは
物理層の送信バッファ中に維持され、再送信される。その後、再送信されたデータフレー
ムが基地局で正しく受信された場合、その基地局がＡｃｋを送信する。このＡｃｋを正し
く受信したときに、遠隔端末はそのデータフレームを廃棄する。これは、基地局が逆方向
リンク送信を受信しなかった場合、最もよいアプローチである。
【００６５】
　別の可能なアクションは、ＡｃｋおよびＮａｋのいずれも受信されなかった場合に遠隔
端末がデータフレームを廃棄することである。これは、基地局がフレームを受信している
が、Ａｃｋ送信が遠隔端末により受信されなかった場合の別の最良のアプローチである。
しかしながら、遠隔端末は行われたシナリオを知らず、ポリシーが選択される必要がある
。１つのポリシーは、２つの事象が発生して、システムスループットを最大化するアクシ
ョンを行う尤度を確認することである。
【００６６】
　１実施形態において、Ａｃｋ／Ｎａｋの信頼性を改善するために、各Ａｃｋ／Ｎａｋメ
ッセージは特定の時間の後に（たとえば、次のフレームで）再送信される。したがって、
ＡｃｋおよびＮａｋのいずれも受信されなかった場合、遠隔端末は、再送信されたＡｃｋ
／ＮａｋをもとのＡｃｋ／Ｎａｋと組合せる。その後、遠隔端末は上述したように進むこ
とができる。Ａｃｋ／Ｎａｋを組合せた結果、有効なＡｃｋまたはＮａｋが得られない場
合、遠隔端末はデータフレームを廃棄して、そのシーケンス中の次のデータフレームの送
信を続けてもよい。Ａｃｋ／Ｎａｋの第２の送信は、第１の送信のレベルに対して同じか
、あるいは低いパワーレベルであってよい。
【００６７】
　基地局が再送信後にデータフレームを実際に受信しなかった場合、基地局における上位
のシグナリング層は、メッセージ（たとえば、ＲＬＰ　ＮＡＫ）を発生してもよく、これ
は結果的に、消去されたフレームを含むデータフレームのシーケンス全体の再送信を生じ
させる可能性がある。
【００６８】
　図５のＡは、逆方向リンク（たとえば、Ｒ－ＳＣＨ）でのデータ送信および順方向リン
クでのＡｃｋ／Ｎａｋ送信を示す概略図である。遠隔端末は最初にフレームｋで逆方向リ
ンクによりデータフレームを送信する（ステップ512）。基地局はそのデータフレームを
受信して処理し、復調されたフレームをＢＳＣに供給する（ステップ514）。遠隔端末が
ソフトハンドオフ中である場合、ＢＳＣはまた別の基地局からその遠隔端末に対する復調
されたフレームを受信してもよい。
【００６９】
　受信された復調されたフレームに基づいて、ＢＳＣはそのデータフレームに対するＡｃ
ｋまたはＮａｋを発生する。その後、ＢＳＣはＡｃｋ／Ｎａｋを基地局に送信し（ステッ
プ516）、その後それがＡｃｋ／Ｎａｋをフレームｋ＋１の期間中に遠隔端末に送信する
（ステップ518）。Ａｃｋ／Ｎａｋは１つの基地局（たとえば、最良の基地局）から送信
されてもよいし、あるいは遠隔端末のアクティブセット中のあるナンバーの基地局から送
信されてもよい。遠隔端末はフレームｋ＋１の期間中にＡｃｋ／Ｎａｋを受信する。Ｎａ
ｋが受信された場合、遠隔端末は消去されたフレームを、この例ではフレームｋ＋２であ
る次の利用可能な送信時間に再送信する（ステップ520）。その他の場合、遠隔端末はそ
のシーケンス中の次のデータフレームを送信する。
【００７０】
　図５のＢは、逆方向リンクでのデータ送信およびＡｃｋ／Ｎａｋメッセージの第２の送
信を示す概略図である。遠隔端末は最初にフレームｋで逆方向リンクによりデータフレー
ムを送信する（ステップ532）。基地局はそのデータフレームを受信して処理し、復調さ
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れたフレームをＢＳＣに供給する（ステップ534）。再び、ソフトハンドオフに対しては
、ＢＳＣはまた別の基地局からその遠隔端末に対する別の復調されたフレームを受信する
ことができる。
【００７１】
　受信された復調されたフレームに基づいて、ＢＳＣはそのデータフレームに対するＡｃ
ｋまたはＮａｋを発生する。その後、ＢＳＣはそのＡｃｋ／Ｎａｋを基地局に送信し（ス
テップ536）、その後それがＡｃｋ／Ｎａｋをフレームｋ＋１の期間中に遠隔端末に送信
する（ステップ538）。この例では、遠隔端末は、フレームｋ＋１の期間中に送信された
Ａｃｋ／Ｎａｋを受信しない。しかしながら、フレームｋで送信されたデータフレームに
対するＡｃｋ／Ｎａｋは、フレームｋ＋２の期間中に２度目の送信をされ、遠隔端末によ
って受信される（ステップ540）。Ｎａｋが受信された場合、遠隔端末は消去されたフレ
ームを、この例ではフレームｋ＋３である次の利用可能な送信時間に再送信する（ステッ
プ542）。そうでない場合、遠隔端末はそのシーケンス中の次のデータフレームを送信す
る。図５のＢに示されているように、Ａｃｋ／Ｎａｋの２度目の送信により、フィードバ
ックの信頼性が改善され、その結果逆方向リンクの性能が改善されることができる。
【００７２】
　別の実施形態において、データフレームは基地局からＢＳＣに返送されず、Ａｃｋ／Ｎ
ａｋは基地局から発生される。
【００７３】
　図６のＡは、短い肯定応答遅延による肯定応答順序付けを示す概略図である。遠隔端末
は最初に０のシーケンス番号を有するデータフレームをフレームｋで逆方向リンクにより
送信する（ステップ612）。この例において、データフレームは誤って基地局で受信され
、それ故、この基地局はフレームｋ＋１の期間中にＮａｋを送信する（ステップ614）。
遠隔端末はまたＦ－ＣＰＡＮＣＨの、逆方向リンクで送信された各データフレームに対す
るＡｃｋ／Ｎａｋメッセージを監視する。遠隔端末は、フレームｋ＋１で１のシーケンス
番号を有するデータフレームを送信し続ける（ステップ616）。
【００７４】
　フレームｋ＋１でＮａｋを受信したとき、遠隔端末は０のシーケンス番号を有する消去
されたデータフレームをフレームｋ＋２で再送信する（ステップ618）。フレームｋ＋１
で送信されたデータフレームは、フレームｋ＋２の期間中に受信されたＡｃｋにより示さ
れているように正しく受信されたので、遠隔端末は２のシーケンス番号を有するデータフ
レームをフレームｋ＋３で送信する（ステップ620）。同様に、フレームｋ＋２で送信さ
れたデータフレームは、フレームｋ＋３の期間中に受信されたＡｃｋにより示されている
ように正しく受信されたので、遠隔端末は３のシーケンス番号を有するデータフレームを
フレームｋ＋４で送信する（ステップ622）。フレームｋ＋５において、遠隔端末は０の
シーケンス番号を有するデータフレームを新しいパケットとして送信する（ステップ624
）。
【００７５】
　図６のＢは、遠隔端末が上述したようにＡｃｋ／Ｎａｋの再送信に基づいてＡｃｋ／Ｎ
ａｋ送信を復調するときのような、長い肯定応答遅延による肯定応答順序付けを示す概略
図である。遠隔端末は最初に０のシーケンス番号を有するデータフレームをフレームｋで
逆方向リンクにより送信する（ステップ632）。データフレームはエラーのある状態で基
地局で受信され、それ故、この基地局はＮａｋを送信する（ステップ634）。この例では
、処理遅延が長いため、フレームｋに対するＮａｋはフレームｋ＋２の期間中に送信され
る。遠隔端末はフレームｋ＋１で１のシーケンス番号を有するデータフレームを送信し続
け（ステップ636）、フレームｋ＋２で２のシーケンス番号を有するデータフレームを送
信し続ける（ステップ638）。
【００７６】
　この例において、遠隔端末はフレームｋ＋２でＮａｋを受信するが、消去されたフレー
ムを次の送信インターバルで再送信することはできない。その代り、遠隔端末はフレーム
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ｋ＋３で３のシーケンス番号を有するデータフレームを送信する（ステップ640）。フレ
ームｋ＋４において、遠隔端末は０のシーケンス番号を有する消去されたフレームを再送
信する（ステップ642）。これは、このフレームが依然として物理層バッファ中にあるか
らである。その代りに、再送信はフレームｋ＋３で行われてもよい。また、フレームｋ＋
１で送信されたデータフレームは、フレームｋ＋３期間中に受信されたＡｃｋにより示さ
れているように、正しく受信されたので、遠隔端末は０のシーケンス番号を有するデータ
フレームを新しいパケットとして送信する（ステップ644）。
【００７７】
　図６のＢに示されているように、消去されたフレームは、それがバッファ中で依然とし
て利用可能であり、そのデータフレームがどの上位層のパケットに属するかが曖昧でない
限り、いつでも再送信されることができる。再送信に対する遅延が長くなるのは、（１）
Ｎａｋを処理して送信するための遅延が長い、（２）Ｎａｋの第１の送信が検出されない
、（３）消去されたフレームを再送信するための遅延が長いおよびその他のような任意の
数の理由のためである可能性がある。
【００７８】
　効率的で信頼性の高いＡｃｋ／Ｎａｋ方式によって、逆方向リンクの利用が改善される
ことができる。信頼性の高いＡｃｋ／Ｎａｋ方式はまた、データフレームがもっと低い送
信パワーで送信されることを可能にすることができる。たとえば、再送信が使用されない
場合、データフレームは、１％のフレームエラーレート（１％　ＦＥＲ）を達成するため
に必要とされる高いパワーレベル（Ｐ1）で送信される必要がある。再送信が使用されて
その信頼性が高い場合、データフレームは１０％のＦＥＲを達成するために必要とされる
低いパワーレベル（Ｐ2）で送信されることができる。１０％の消去されたフレームが再
送信され、その送信に対して全体で１％のＦＥＲを達成することができる。典型的に、１
．１・Ｐ2＜Ｐ１であり、再送信方式を使用する送信に対して低い送信パワーが使用され
る。さらに、再送信は時間ダイバーシティを提供し、それによって性能が改善されること
ができる。再送信されたフレームはまた、基地局においてフレームの第１の送信と結合さ
れてもよく、その２つの送信から結合されたパワーはまた性能を高めることができる。再
結合は、消去されたフレームが低いパワーレベルで再送信されることを可能にすることが
できる。
【００７９】
　本発明の特徴は、逆方向リンクに対する種々のパワー制御方式を提供する。１実施形態
において、逆方向リンクパワー制御は、Ｒ－ＦＣＨ、Ｒ－ＳＣＨ、およびＲ－ＤＣＣＨに
対してサポートされている。これは、いくつかのパワー制御サブチャンネルに分割されて
もよい（たとえば、８００ｂｐｓの）パワー制御チャンネルによって行われることができ
る。たとえば、１００ｂｐｓのパワー制御サブチャンネルが規定され、Ｒ－ＳＣＨに対し
て使用されてもよい。遠隔端末がＦ－ＦＣＨまたはＦ－ＤＣＣＨを割当てられていない場
合、パワー制御ビットを遠隔端末に送信するためにＦ－ＣＰＣＣＨが使用されてもよい。
【００８０】
　１実施形態において、逆方向リンクパイロットの送信パワーを調節するために（たとえ
ば、８００ｂｐｓの）パワー制御チャンネルが使用される。別のチャンネル（たとえば、
Ｒ－ＦＣＨ）の送信パワーは、パイロットの送信パワーに対して（すなわち、特定のデル
タにより）設定される。したがって、全ての逆方向リンクチャンネルに対する送信パワー
はパイロットと共に調節される。各非パイロットチャンネルに対するデルタはシグナリン
グによって調節されてもよい。この形態では、異なったチャンネルの送信パワーを迅速に
調節するフレキシビリティは得られない。
【００８１】
　１実施形態において、順方向共通パワー制御チャンネル（Ｆ－ＣＰＣＣＨ）は、後に種
々の目的のために使用されることのできる１以上のパワー制御サブチャンネルを形成する
ために使用されてもよい。各パワー制御サブチャンネルは、Ｆ－ＣＰＣＣＨ中のいくつか
の利用可能なビット（たとえば、各フレーム中のｍ番目のビット）を使用して規定されて
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もよい。たとえば、Ｆ－ＣＰＣＣＨ中の利用可能なビットの一部はＲ－ＳＣＨに対する１
００ｂｐｓのパワー制御サブチャンネルに割当てられてもよい。このＲ－ＳＣＨのパワー
制御サブチャンネルは、チャンネル割当期間中に遠隔端末に割当てられてもよい。その後
、Ｒ－ＳＣＨのパワー制御サブチャンネルは指定されたＲ－ＳＣＨの送信パワーを、たと
えばパイロットチャンネルに対して（もっと迅速に）調節するために使用されてもよい。
ソフトハンドオフ中の遠隔端末に対して、Ｒ－ＳＣＨのパワー制御は、遠隔端末のアクテ
ィブセット中の任意の基地局が減少を命令した場合に送信パワーを減少させるＯＲオブ・
ザ・ダウンズルールに基づいてもよい。基地局においてパワー制御は維持されているため
、これによって、基地局は最小量の遅延により送信されたパワーを調節し、したがってチ
ャンネル上のローディングを調節することが可能になる。
【００８２】
　Ｒ－ＳＣＨのパワー制御サブチャンネルは、Ｒ－ＳＣＨでの送信を制御するために種々
の方法で使用されてもよい。１実施形態において、Ｒ－ＳＣＨのパワー制御サブチャンネ
ルは、Ｒ－ＳＣＨ上の送信パワーを特定の量（たとえば、１ｄＢ、２ｄＢ、またはある別
の値）だけ調節するように遠隔端末に命令するために使用されてもよい。別の実施形態に
おいては、送信パワーを大きいステップ（たとえば、３ｄＢまたは、おそらくそれより大
きい値）で減少させるか、あるいは増加させるように遠隔端末に命令するためにサブチャ
ンネルが使用されることができる。両実施形態において、送信パワーの調節はパイロット
送信パワーに対するものであってもよい。別の実施形態において、サブチャンネルは遠隔
端末に割当てられたデータレートを（たとえば、次に高いまたは低いレートに）調節する
ように命令されてもよい。さらに別の実施形態では、サブチャンネルは、送信を一時的に
停止するように遠隔端末に命令するために使用されることができる。また、さらに別の実
施形態においては、遠隔端末は、パワー制御コマンドに基づいて異なった処理（たとえば
、異なったインターリービングインターバル、異なったコーディング等）を利用すること
ができる。Ｒ－ＳＣＨのパワー制御サブチャンネルはまた、それぞれが上述のどの方法で
使用されてもよいいくつかの“サブ・サブチャンネル”に分割されることができる。サブ
・サブチャンネルは、同じまたは異なったビットレートを有していてもよい。遠隔端末は
コマンドを受信してすぐにパワー制御を適用してもよいし、あるいは次のフレーム境界で
コマンドを適用してもよい。
【００８３】
　通信セッションを終了させずにＲ－ＳＣＨ送信パワーを大量に（あるいはゼロに）減少
させる能力は、とくに逆方向リンクの良好な利用を実現するのに有効である。パケットデ
ータ送信の一時的な減少または一時的中断は典型的に遠隔端末により許容されることがで
きる。これらのパワー制御方式は、高いレートの遠隔端末からの干渉を減少させるために
有効に使用されることができる。
【００８４】
　Ｒ－ＳＣＨのパワー制御は、種々の方法で行われることができる。１実施形態において
、基地局はパワーメータにより遠隔端末から受信されたパワーを監視する。基地局は、各
チャンネル（たとえば、Ｒ－ＦＣＨ、Ｒ－ＤＣＣＨ、Ｒ－ＳＣＨ等）から受信されたパワ
ーの量を決定することさえ可能であってよい。基地局はまた、この基地局によりサービス
されていない遠隔端末によってその一部が影響される可能性のある干渉を決定することが
できる。収集された情報に基づいて、基地局はいくつかまたは全ての遠隔端末の送信パワ
ーを種々のファクタに基づいて調節することができる。たとえば、パワー制御は遠隔端末
のサービスのカテゴリー、最近の性能、最近のスループット等に基づいてもよい。パワー
制御は、所望のシステム目標を達成するように行われる。
【００８５】
　パワー制御は、種々の方法で行われることができる。例示的な形態は、米国特許第 5,4
85,486号明細書（“METHOD AND APPARATUS FOR CONTROLLING TRANSMISSION POWER IN A C
DMA CELLULAR MOBILE TELEPHONE SYSTEM,”issued January 16,1996）、米国特許第 5,82
2,318号明細書（“METHOD AND APPARATUS FOR CONTROLLING POWER IN A VARIABLE RATE C
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OMMUNICATION SYSTEM,”issued October 13,1998）、および米国特許第 6,137,840号明細
書（“METHOD AND APPARATUS FOR PERFORMING FAST POWER CONTROL IN A MOBILE COMMUNI
CATION SYSTEM,”issued October 24,2000）に記載されており、これらは全てその権利が
本出願人に譲渡され、この明細書において参考文献とされている。
【００８６】
　Ｒ－ＰＩＣＨチャンネルのレベルを制御するために使用される典型的なパワー制御方法
においては、基地局はＲ－ＰＩＣＨのレベルを測定し、それをしきい値と比較し、その後
遠隔端末のパワーを増加させるか、あるいは減少させるかを決定する。基地局は遠隔端末
にビットを送って、その出力パワーを増加するか、あるいは減少するように命令する。そ
のビットがエラーで受信された場合、遠隔端末は正しくないパワーで送信を行うであろう
。基地局により受信されたＲ－ＰＩＣＨレベルの次の測定期間中に、基地局は受信された
レベルが所望のレベルでないことを決定し、ビットを遠隔端末に送って、その送信パワー
を変更させる。このようにして、ビットエラーは累積せず、遠隔端末の送信パワーを制御
するループは正しい値に安定する。
【００８７】
　渋滞パワー制御のためにトラフィック対パイロット比を制御するために遠隔端末に送ら
れたビットの中のエラーは、トラフィック対パイロット比を望ましくないものにする可能
性が高い。しかしながら、基地局は典型的に、逆方向パワー制御またはチャンネル評価の
ためにＲ－ＰＩＣＨのレベルを監視する。基地局はまた受信されたＲ－ＳＣＨレベルを監
視することができる。Ｒ－ＰＩＣＨレベルに対するＲ－ＳＣＨレベルの比を求めることに
よって、基地局は遠隔端末によって使用されているトラフィック対パイロット比を評価す
ることができる。トラフィック対パイロット比が所望のものでない場合、基地局は、ずれ
（ｄｉｓｃｒｅｐａｎｃｙ）を補正するようにトラフィック対パイロット比を制御するビ
ットを設定することができる。したがって、ビットエラーに対する自己補正が行われる。
【００８８】
　遠隔端末は、ひとたびＲ－ＳＣＨに対する許可を受信してしまうと、典型的にその許可
の持続期間中許可されたレートで（あるいは、それが送信すべき十分なデータを有してい
ないか、または十分なパワーを有していない場合には、それ未満のレートで）送信を行う
。別の遠隔端末からのチャンネルロードは、フェーディング等の結果、非常に迅速に変化
する可能性が高い。したがって、基地局がローディングを予め正確に評価することは困難
かもしれない。
【００８９】
　１実施形態において、遠隔端末のグループを同じ方法で制御するために“渋滞”パワー
制御サブチャンネルが設けられてもよい。この場合、Ｒ－ＳＣＨを制御するためにパワー
制御サブチャンネルを監視する単一の遠隔端末の代りに、遠隔端末のグループが制御サブ
チャンネルを監視する。このパワー制御サブチャンネルは、１００ｂｐｓまたは任意の送
信レートであることができる。１実施形態において、渋滞制御サブチャンネルは、Ｒ－Ｓ
ＣＨに対して使用されたパワー制御サブチャンネルにより構成される。別の実施形態にお
いては、渋滞制御サブチャンネルは、Ｒ－ＳＣＨパワー制御サブチャンネルの“サブサブ
チャンネル”として構成される。さらに別の実施形態では、渋滞制御サブチャンネルは、
Ｒ－ＳＣＨパワー制御サブチャンネルとは異なったサブチャンネルとして構成される。別
の形態の渋滞制御サブチャンネルもまた予想でき、これは本発明の技術的範囲内である。
【００９０】
　グループ内の遠隔端末は同じカテゴリーのサービスを有していてもよく（たとえば、低
い優先度の利用可能なビットレートサービスを有する遠隔端末等）、基地局当り単一のパ
ワー制御ビットを割当てられてもよい。単一のパワー制御ストリームに基づいたこのグル
ープ制御は、逆方向リンクで渋滞制御を行うように単一の遠隔端末に命令される制御と同
様に機能する。容量のオーバーロードの場合、基地局はこのグループの遠隔端末に対して
、それらの送信パワーまたはそれらのデータレートを減少させるように、あるいは一時的
に送信を停止するように単一の命令コマンドに基づいて命令してもよい。渋滞制御コマン
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ドに応答したＲ－ＳＣＨ送信パワーの減少は、パイロットチャンネルの送信パワーに関す
る大きい下降ステップであることができる。
【００９１】
　単一の遠隔端末ではなく遠隔端末のグループに進むパワー制御ストリームの利点は、こ
のパワー制御ストリームをサポートするために順方向リンクで必要とされるオーバーヘッ
ドパワーが少ないことである。パワー制御ストリームの中のあるビットの送信パワーは、
最も多くのパワーを必要とする遠隔端末に対するパイロットチャンネルを制御するために
使用される通常のパワー制御ストリームのパワーに等しくされることができることを認識
しなければならない。すなわち、基地局は、その通常のパワー制御ストリーム中で最も大
きいパワーを必要とするグループ内の遠隔端末を決定し、その後このパワーを使用して、
渋滞制御のために使用されるパワー制御ビットを送信することができる。
【００９２】
　図７は、本発明の１実施形態による高速渋滞制御によるＲ－ＳＣＨでの可変レートデー
タ送信を示すフロー図である。Ｒ－ＳＣＨでの送信期間中、遠隔端末は逆方向補助チャン
ネル割当ミニメッセージ（ＲＳＡＭＭ）で許可されたデータレートにしたがって送信する
。Ｒ－ＳＣＨで可変レート動作が許される場合、遠隔端末はいくつかの許されたデータレ
ートの任意の１つで送信することができる。
【００９３】
　遠隔端末のＲ－ＳＣＨが渋滞制御サブチャンネルに割当てられている場合、１実施形態
において、遠隔端末は、渋滞制御サブチャンネルで受信されたビットに基づいてトラフィ
ック対パイロット比を調節する。Ｒ－ＳＣＨで可変レート動作が許された場合、遠隔端末
は現在のトラフィック対パイロット比をチェックする。それが低いデータレートに対する
レベルより低い場合、遠隔端末はその送信レートをそのもっと低いレートに減少させる。
それが高いデータレートに対するレベル以上である場合には、遠隔端末は、それが送信す
べきデータを十分に有しているならば、その送信レートをもっと高いレートに増加させる
。
【００９４】
　各フレームのスタートの前に、遠隔端末は次のデータフレームを送信するために使用す
べきレートを決定する。最初に、遠隔端末は、ステップ712において、Ｒ－ＳＣＨトラフ
ィック対パイロット比が次の低いレートにマージンΔlowを加えたものに対するものより
低いか否かを決定する。答えがイエスならば、ステップ714において、そのサービス構成
がデータレートを減少させることを許容するものか否かが決定される。この答えもまたイ
エスである場合、ステップ716において、データレートは減少され、同じトラフィック対
パイロット比が使用される。また、サービス構成がデータレートを減少させるものではな
い場合、ある特定の実施形態では、遠隔端末は一時的に送信を停止することが可能にされ
ている。
【００９５】
　ステップ712に戻って、Ｒ－ＳＣＨのトラフィック対パイロット比が次の低いレートに
マージンΔlowを加えたものに対するものより高くない場合、次にステップ718において、
そのＲ－ＳＣＨのトラフィック対パイロット比が次に高いデータレートからマージンΔhi

ghを引いたものに対するものより大きいか否かが決定される。答えがイエスならば、ステ
ップ720において、そのサービス構成がデータレートを増加させることを許容されている
か否かが決定される。この答えもイエスである場合、ステップ722において、データレー
トは増加され、同じトラフィック対パイロット比が使用される。また、サービス構成がレ
ートを増加させることを許されない場合、遠隔端末は現在のレートで送信を行う。
【００９６】
　図８は、Ｒ－ＳＣＨの高速制御により可能な改善を示す概略図である。Ｒ－ＳＣＨの高
速制御が行われない左側のフレームでは、基地局におけるライズ・オーバー・サーマルは
さらに広い範囲にわたって変化し、いくつかの例では所望のライズ・オーバー・サーマル
レベルをかなり超過し（その結果、遠隔端末からのデータ送信に関する性能低下が生じる
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可能性がある）、また、別のいくつかの例では所望のライズ・オーバー・サーマルレベル
をかなり下回る（その結果、逆方向リンクリソースの使用が不十分になる）。それとは対
照的に、Ｒ－ＳＣＨが高速制御された右側のフレームにおいては、基地局におけるライズ
・オーバー・サーマルは所望のライズ・オーバー・サーマルレベル付近に維持され、この
結果、逆方向リンク使用および性能が改善される。
【００９７】
　１実施形態において、基地局は、異なった遠隔端末から多くのリクエストを受信した（
ＳＣＲＭまたはＳＣＲＭＭを介して）ことに応答して、２以上の遠隔端末が送信をする（
ＳＣＡＭまたはＥＳＣＡＭを介して）ことをスケジュール化することができる。その後、
許可された遠隔端末はＲ－ＳＣＨで送信することができる。オーバーローディングが基地
局において検出された場合、遠隔端末のセット（たとえば、１つの遠隔端末以外の全ての
遠隔端末）をオフに切替える（すなわち、ディスエーブルする）ために“高速減少”ビッ
トストリームが使用されることができる。その代りに、高速減少ビットストリームは、遠
隔端末のデータレートを減少させる（たとえば半分だけ）ために使用されてもよい。以下
さらに詳細に説明するように、渋滞制御のために、いくつかの遠隔端末に対するＲ－ＳＣ
Ｈにおけるデータレートを一時的にディスエーブルするか、あるいは減少してもよい。高
速減少能力はまたスケジュール化遅延を短くするために有効に使用されることができる。
【００９８】
　遠隔端末が別の基地局とのソフトハンドオフ中でないとき、逆方向リンクを容量を使用
するためにどの遠隔端末が最も有効（効率的）であるかがＢＴＳにおいて決定される。そ
の後、最も効率的な遠隔端末は、その他のものが一時的にディスエーブルされている間に
送信を可能にされてもよい。遠隔端末がその利用可能なデータの終りを信号で通知した場
合、あるいは、おそらく、別のある遠隔端末のほうが効率的になったとき、アクティブな
遠隔端末は迅速に変更されることができる。これらの方式は、逆方向リンクのスループッ
トを増加させることができる。
【００９９】
　反対に、ｃｄｍａ２０００システムにおける有用な設定のために、Ｒ－ＳＣＨ送信は層
３メッセージングによってのみ開始または停止が可能であり、この層３メッセージングは
横断するために遠隔端末において構成から復号までのいくつかのフレームを要する
可能性がある。この長い遅延により、スケジューラ（たとえば、基地局またはＢＳＣ等に
おける）は、（１）遠隔端末のチャンネル状態［たとえば、逆方向リンクターゲットパイ
ロットＥｃ／（Ｎｏ＋ｌｏ）またはセットポイント］の効率に関する低い信頼性の長期に
わたる予測で動作させられるか、あるいは（２）遠隔端末がそのデータの終りを基地局に
通知したときの逆方向リンク使用におけるギャップで動作させられる（遠隔端末はＲ－Ｓ
ＣＨをリクエストしているときに基地局に送信すべき大量のデータを有していると主張す
ることが多いため一般的な出来事である）。
【０１００】
　再び図２を参照とすると、遠隔端末106および基地局104の素子は、上述した本発明の種
々の特徴を実施するように設計されてもよい。遠隔端末または基地局の素子はデジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プロセッサ、マイクロプ
ロセッサ、制御装置、マイクロコントローラ、フィールドプログラム可能なゲートアレイ
（ＦＰＧＡ）、プログラム可能な論理装置、その他の電子装置、またはその任意の組合せ
により構成されてもよい。ここに記載されている機能および処理のいくつかはまた、制御
装置230または270のようなプロセッサで実行されるソフトウェアにより実施されてもよい
。
【０１０１】
　この明細書において、ヘディングは開示されている材料の一般的な表示として役立つよ
うに使用され、本発明の技術的範囲を規定するものとして解釈されるものではない。
【０１０２】
　上記の開示された実施形態の説明は、当業者が本発明を形成または使用できるようにす
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るであろう。また、ここに規定されている一般原理は本発明の技術的範囲を逸脱すること
なく別の実施形態に適応されることができる。したがって、本発明はこの明細書に記載さ
れている実施形態に制限されるものではなく、ここに開示されている原理および新しい特
徴に一致する広い技術的範囲を与えられるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】多数のユーザをサポートする無線通信システムの概略図。
【図２】基地局および遠隔端末の１実施形態の簡単化されたブロック図。
【図３Ａ】逆方向チャンネル構造の概略図。
【図３Ｂ】順方向チャンネル構造の概略図。
【図４】逆方向リンク補助チャンネル（Ｒ－ＳＣＨ）を割当てるための遠隔端末と基地局
との間の通信を示す概略図。
【図５】２つの異なったシナリオに対する逆方向リンクでのデータ送信およびＡｃｋ／Ｎ
ａｋメッセージ送信を示す概略図。
【図６】短いおよび長い肯定応答遅延による肯定応答順序付けをそれぞれ示す概略図。
【図７】本発明の１実施形態による高速渋滞制御によるＲ－ＳＣＨ上の可変レートデータ
送信を示すフロー図。
【図８】Ｒ－ＳＣＨを高速制御することにより達成されることのできる改善を示す概略図
。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】
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